


















である。ソシュール Ferdinand de Saussure（1857–1913）の言語学、第 2次世界大戦後に発展した現
代思想、構造主義に影響を受けながらも独自の作風で作品を発表した哲学者、批評家である。日本







　「ブルジョワ声楽」 “L’art vocal bourgeois”とは 1957年に出版されたバルトの Mythologiesに収め
られた評論の 1つである（Barthes 1957: 157–59）。フランスを代表するバリトン歌手、ジェラー





このバルトの文章の雑誌書出版には、註がついており、LPレコード番号 Decca LXT 2543が記
されていた（単行本版ではこの註は削除されている）。そのフランス製 LPレコード、1erRécital 
Gérard Souzay: Mélodies de Fauré et de Schubertは、A面にフォーレ、B面にはシューベルトの













































































　作曲家、ジャン =クロード・リセ Jean Claude Risset（1938–2016） は、







La marque d'allégeance à la philosophie cartésienne traverse la pensée de musiciens français 
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Roland Barthes (1915–1980) et Gérard Souzay (1918–2004)
Eiko SHIONO　
　Roland Barthes est l’une des figures intellectuelles les plus influentes de la seconde moitié du 20ème 
siècle, connue non seulement pour son œuvre de critique littéraire, mais également en tant que le mélomane. 
Toutefois, il nous semble étonnant que, dans un article intitulé « L’art vocal bourgeois » (inclus dans son 
recueil d'essais Mythologies, publié en 1957), il critique aussi sévèrement la manière dont Gérard Souzay 
chante les mélodies de Gabriel Fauré (1845–1924). En effet, Souzay est un grand baryton français de la 
même période et il est particulièrement réputé pour son interprétation de Fauré.
　Dans le présent article, nous allons d'abord, en résumant le texte de Barthes en japonais, analyser les 
raisons de cette critique. Ensuite, nous essaierons de prendre la défense de Souzay. Enfin, à travers le texte 





　ロラン・バルト Roland Barthes（1915–1980）は、フランスの 20世紀を代表する優れた哲学者、
批評家、記号論学者としてあまりにも有名である。また、音楽に大変造詣が深いことも知られている。
　しかし、1957年に発表された評論集 Mythologiesに収められた「ブルジョワ声楽」“L’art vocal 
bourgeois”（Barthes 1957: 157–59）と題する文章の中でフランスを代表するバリトン歌手、ジェラー
ル・スゼー Gérard Souzay（1918–2004）がレコードに録音したガブリエル・フォーレ Gabriel Fauré 
（1845–1924）の歌唱をかなり辛辣に批判している。
　『Mythologies』の日本語訳については、故篠沢秀夫学習院大学名誉教授による（『神話作用』1967、
現代思潮（新）社）が有名であるが、全訳でなく「ブルジョワ声楽」は訳出されていない。その後に
出版された下澤和義訳（ロラン・バルト著作集 3現代社会の神話　2005、みすず書房）の中では訳
出されている。
　ピアニストから出発し音楽学を学んだ筆者にとっては、著名な哲学者、作家のバルトが激しく一
人の著名な歌手の演奏を批判するのは驚くべきことであった。そこには、単に個人的なバルトとス
ゼーの関係ではなく文学者と音楽家の考えや立場の違いが透けて見える。そこで、本稿では、「ブ
ルジョワ声楽」の内容を日本語で明らかにした後、バルトがこのような批判をした背景を考察し、
音楽家としての立場からスゼーの擁護を試みることにした。
　その結果、筆者が考える文学者と音楽家の考え方、立場の違いを明らかにしたいと思う。
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